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建設業界の新常識
“BIM”を知る

特 集

株式会社カヤック　　
注目企業を訪ねる

ここでちょっと一息 Coffee Break

再生可能エネルギーによる自給自足で、
地球温暖化に挑む！
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（
納
ま
り
）
を
確
認
で
き
、
干
渉
や
不
整
合

を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
の
が
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
最

大
の
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
設

計
に
変
更
を
加
え
た
場
合
は
、
３
次
元
の

総
合
図
を
修
正
す
れ
ば
他
の
デ
ー
タ
も
自

動
的
に
修
正
さ
れ
る
の
も
大
き
な
利
点
で
す
。

　

ま
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
空
調
や
日
影
な
ど
、

様
々
な
環
境
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能

で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
用
パ
ー
ス
に
も
活
用
で

き
る
の
で
、
設
計
者
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
図
れ
、

設
計
の
手
戻
り
が
減
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
設
計
の

た
め
の
ツ
ー
ル
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

施
工
や
建
物
の
維
持
管
理
に
も
力
を
発
揮

し
ま
す
。
例
え
ば
天
井
裏
の
配
管
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
一
本
の
線
で
表
さ
れ
る

２
次
元
の
図
面
で
は
、
配
管
が
立
体
的
に

ど
う
通
っ
て
い
る
の
か
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
Ｂ
Ｉ
Ｍ
で
は
３
次
元
の
形
状
＋
配

管
の
情
報
が
得
ら
れ
る
の
で
、
納
ま
り
具

合
が
簡
単
に
把
握
で
き
ま
す
。
施
工
者
は

こ
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
配
管
情
報
に
よ
っ
て
施
工

の
際
の
不
具
合
を
防
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
施
工
者
は
実
際
に
建
設
す
る
前

に
３
次
元
で
施
工
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

で
き
る
の
で
、
よ
り
複
雑
で
精
巧
な
施
工

検
討
や
、
部
材
の
組
み
上
げ
手
順
な
ど
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

建
物
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
統
合
し
た

３
次
元
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　

Ｂ
Ｉ
Ｍ
（
ビ
ム
：Building Inform

a-

tion M
odeling

）
は
、
建
築
の
設
計
、

施
工
、
維
持
管
理
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
、

様
々
な
成
果
や
変
化
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
、
革
新
的
な
ツ
ー
ル
だ
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
ベ
ー
ス
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

内
に
作
成
し
た
建
物
形
状
の
３
次
元
デ
ー

タ
で
す
。
そ
こ
に
壁
、
窓
、
柱
と
い
っ
た

名
称
や
寸
法
、
設
備
情
報
、
価
格
情
報
、

保
守
履
歴
な
ど
の
属
性
情
報
を
統
合
し
て

３
次
元
の
「
建
築
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

を
構
成
し
ま
す
。

　

形
状
だ
け
で
建
築
情
報
を
持
た
な
い
３

Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
違
い
、
形
状
に
加
え
て
壁
や

窓
な
ど
各
部
材
に
様
々
な
詳
細
情
報
を
付

加
で
き
る
の
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
な
の
で
す
。
例
え

ば
窓
な
ら
、
形
状
や
素
材
、
塗
装
の
有
無
、

ガ
ラ
ス
の
種
類
、
製
品
の
型
番
や
価
格
な

ど
、
施
工
に
必
要
な
情
報
も
す
べ
て
組
み

込
む
の
で
、
施
工
者
に
と
っ
て
も
非
常
に

役
立
つ
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｉ

Ｍ
の
３
次
元
モ
デ
ル
か
ら
は
、
平
面
図
や

断
面
図
な
ど
の
各
種
２
次
元
図
面
を
切
り

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
１
）
。

　

こ
う
し
た
ツ
ー
ル
が
生
ま
れ
た
背
景
に

は
、
３
次
元
の
建
築
物
を
２
次
元
で
描
く

建
築
図
面
の
不
便
さ
の
解
消
が
あ
り
ま
し

た
。
日
本
で
は
１
９
９
０
年
代
に
、
３
次

元
模
型
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
バ
ー
チ
ャ
ル

世
界
に
作
り
出
す
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
が
登
場
し

ま
す
。
し
か
し
、
設
計
段
階
だ
け
の
利
用

や
、
増
大
す
る
作
業
量
に
対
す
る
メ
リ
ッ

ト
が
見
い
だ
せ
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
一

過
性
の
ブ
ー
ム
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
当
時
欧
米
で
は
、
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
と

Ｉ
Ｔ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
が
生
ま
れ
、

日
本
で
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
っ
て
い
た
設
計

者
の
ほ
と
ん
ど
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
乗
り
換
え
ま

し
た
。
Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
建
物
の
幾
何
学
部
分
を

扱
う
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
各
種
建
築
情
報
を
加

え
て
、
今
、
抱
え
て
い
る
建
築
の
様
々
な

問
題
を
解
決
す
る
ツ
ー
ル
、
と
考
え
て
い

た
だ
く
と
分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

設
計
、施
工
、維
持
管
理
に

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す

　

Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
意
匠
図
、
構
造
図
、
設
備
図

日本でも非住宅を中心に普及し始めているBIM。
BIMとは、コンピュータ上に作成した建物の3次元モデルに、意匠、構造、設備などの

あらゆる情報を加えた3次元の「建築情報データベース」である。
3次元としてビジュアライズできるため、設計段階で干渉や不整合のチェックが可能である。

また、各種シミュレーションの実施やリアルタイムの数量積算・コスト計算ができるなど、
設計から施工、維持管理に至る建築プロセスに、大きな変革をもたらすツールとして期待されている。

今号では、BIMの概要とメリット、そして木造住宅への導入の可能性などを専門家に聞いた。

建設業界の新常識
“BIM”を知る
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株式会社日建設計
常務執行役員　設計部門プリンシパル

山梨 知彦氏

　

建
物
の
維
持
管
理
に
関
し
て
も
、
配
管

の
改
修
情
報
な
ど
を
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
入
力
し
て

お
け
ば
〝
建
物
の
カ
ル
テ
〟
と
な
り
、
建

物
管
理
が
容
易
に
な
り
ま
す
。
建
物
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
（
設
計
・
施
工
・
管
理
）

を
一
つ
の
デ
ー
タ
で
串
刺
し
て
建
築
情
報

を
管
理
す
る
こ
と
が
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
基
本
の

仕
組
み
と
い
え
ま
す
（
図
２
）
。

パ
ー
ツ
組
み
立
て
の
木
造
住
宅
は

Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
し
や
す
い

　

建
築
ビ
ジ
ネ
ス
を
変
革
す
る
画
期
的
な

仕
組
み
と
し
て
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
紹
介
し
た
入

門
書
『
Ｂ
Ｉ
Ｍ
建
設
革
命
』（
日
本
実
業
出

版
社
）
を
書
い
て
か
ら
10
年
経
ち
ま
し
た
。

最
近
で
は
日
本
で
も
多
く
の
方
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ

に
興
味
を
持
た
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
普
及
率
は
部
分
的
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
利
用

を
入
れ
て
も
ま
だ
ま
だ
低
い
の
が
現
状
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
「
難
し

そ
う
、
コ
ス
ト
が
か
か
る
」
と
二
の
足
を

踏
ん
で
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

実
際
に
使
っ
て
み
る
と
、
３
次
元
の
中
で

３
次
元
の
モ
デ
ル
を
組
み
立
て
る
ほ
う
が

手
描
き
よ
り
も
簡
単
で
す
。
ま
た
、
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
な
ど
に
か
け
る
コ
ス
ト
は
確
実

に
リ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
利
用
の
ほ
と
ん
ど
は
非

住
宅
で
す
が
、
実
は
日
本
で
最
初
に
Ｂ
Ｉ

か
ら
な
る
３
次
元
の
総
合
図
を
設
計
と
同

時
に
作
り
上
げ
ま
す
。
意
匠
・
構
造
・
設

備
が
３
次
元
で
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ダ
ク
ト
と
梁
が
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
な

ど
の
図
面
上
の
不
整
合
を
容
易
に
見
つ
け

出
せ
ま
す
。
３
次
元
パ
ー
ス
で
取
り
合
い

CADでは建築主の構想に基づく設
計情報を建築士が2次元の情報に
図面化する。イメージを確認する
ために、図面を元に模型やCGを
作成する

3次元の形状情報に素材、寸法といった
属性情報を付加したオブジェクトを組
み合わせたBIMモデルをまず作成し、
モデルから図面を作成する。属性情報
はデータとして活用できる

図面構想 BIM 図面模型 or CG

情報
寸法

名称壁 建具
柱 階段
床 設備

寸法
仕様
などの文字情報

性能
個数
位置

＋ ＝形状情報 属性情報 オブジェクト

形状情報

プレゼン用パース・動画作成による
提案書への活用

CG・動画・イメージ

形状情報

3次元モデルに時間軸情報を追加
し、建設過程を4次元データに

工程シミュレーション

属性情報

属性情報

例えば、鉄筋の曲げ直径、補強
材容積、鉄筋の長さ、径など。
Excelでの管理も可能

数量データ

・床面積の計算
・建具、仕上表等の材料集計

属性情報

様々なシミュレーションが可能

環境シミュレーション

解析ソフトと連携し
・日影
・換気
・温熱環境
・空調

・風環境
・都市計画影響
　…等、

BIM設計CAD設計

図1. BIMの概念

出所：株式会社日建設計と公益財団法人日本建設情報技術センターの資料をもとに作成
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Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
近
い
木
造
専
用
の
ソ
フ
ト
も
出

て
い
る
よ
う
に
、
住
宅
の
方
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
化

は
は
る
か
に
や
り
や
す
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
現
在
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
に
も

弱
点
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
繰
り
返
し
の

配
置
作
業
な
ど
を
今
は
ま
だ
人
間
が
や
ら

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
部

分
を
人
工
知
能
が
肩
代
わ
り
し
て
く
れ
れ

ば
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
本
当
に
使
い
や
す
く
な
り
、

Ｍ
に
近
い
考
え
方
を
し
た
の
は
、
マ
ン
シ
ョ

ン
や
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
な
の
で
す
。
プ
レ
ハ

ブ
は
建
築
情
報
を
持
つ
部
品
を
組
み
立
て

る
の
で
、
ま
さ
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
向
き
で
し
た
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
パ
ー
ツ
を
組
み
立

て
て
設
計
す
る
概
念
を
持
っ
た
木
造
在
来

工
法
の
住
宅
は
、
尺
貫
法
に
基
づ
く
長
さ

の
ル
ー
ル
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
Ｂ
Ｉ

Ｍ
向
き
の
建
物
と
い
え
ま
す
。
ド
イ
ツ
で

求
め
ら
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
建
築
は

元
々
そ
う
い
う
作
り
方
で
し
た
。

　

今
後
は
人
工
知
能
と
う
ま
く
手
を
組
ん

で
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
建
物
を
効
率

よ
く
作
る
「
第
２
世
代
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
」
の
登

場
が
待
た
れ
ま
す
。
一
品
生
産
を
効
率
よ

く
行
う
た
め
の
ツ
ー
ル
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
変
え

た
と
き
に
初
め
て
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
本
格
的
な

時
代
が
来
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
最
近
、
建
築
系
の
学
校
で
は
自
主
的

に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
使
う
若
い
人
た
ち
が
増
え
て

き
て
、
２
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
知
ら
ず
Ｂ
Ｉ
Ｍ

し
か
使
え
な
い
世
代
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
利
用
は
確
実
に

前
に
進
む
と
思
い
ま
す
。

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
可
能
に
な
る

「
第
２
世
代
Ｂ
Ｉ
Ｍ
」に
期
待

　

Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
発
展
に
は
、
も
う
一
つ
大
き

く
乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
効
率
的
に
部
品
を
組
み
立
て

る
こ
と
に
重
き
を
置
い
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
概
念

は
、
20
世
紀
的
大
量
生
産
の
考
え
方
を
基

に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
「
他
と
同
じ
も

の
を
作
り
た
く
な
い
」
と
い
う
一
品
生
産

の
志
向
が
建
築
物
に
も
住
宅
に
も
と
て
も

強
い
。
そ
こ
が
今
一
つ
、
建
築
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ

の
考
え
方
と
し
っ
く
り
い
か
な
い
と
こ
ろ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
21
世
紀
に
な
り
、
大
量
生
産
の

時
代
は
様
変
わ
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
に
ド
イ
ツ
で
提
唱
さ
れ
た
「
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
」（
第
４
次
産
業
革

命
）
が
目
指
す
、
大
量
生
産
（
マ
ス
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
）
の
効
率
で
、
カ
ス
タ
ム
製

品
（
一
品
も
の
の
製
品
）
を
作
る
「
マ
ス
カ

ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
が
こ
れ
か
ら
は

左：外観パース　右：任意の位置でカットして断面の形状を確認できる
画像提供＝株式会社日建設計

＊ホロレンズ：現実世界に3次元の映像や文字情報を重ねて見せるゴーグル型端末

建設業界の新常識
“BIM”を知る

建設業界の新常識
“BIM”を知る
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あ
っ
た
こ
と
で
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
へ
の
移
行
も
ス

ム
ー
ズ
に
進
み
、
２
０
１
３
年
に
は
、
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
世
界
初
と

な
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「Global 

BIM

」
を
構
築
。
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

関
係
者
間
で
も
簡
単
に
デ
ー
タ
を
共
有
で

き
ま
す
。
２
０
１
７
年
に
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
業
務

を
専
業
と
す
る
新
会
社
「
株
式
会
社
グ

ロ
ー
バ
ル
Ｂ
Ｉ
Ｍ
」
も
設
立
し
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
は
、
施
工
段
階
で
の
活

用
に
重
点
を
置
き
、
着
工
時
の
設
計
図
（
意

匠
、
構
造
、
設
備
）
の
不
整
合
を
早
期
に

洗
い
出
し
、
３
Ｄ
に
よ
る
資
料
で
問
題
点

を
わ
か
り
や
す
く
、
調
整
時
間
を
短
縮
で

き
ま
す
。
ま
た
、
仮
設
計
画
や
数
量
算
出

に
使
用
す
る
こ
と
で
、
社
員
の
労
働
時
間

の
短
縮
に
も
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
３
Ｄ

に
よ
る
わ
か
り
や
す
い
資
料
で
、
社
員
や

作
業
員
の
間
違
い
・
手
戻
り
が
減
り
、
生

産
性
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
そ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し

て
く
れ
る
ツ
ー
ル
な
の
で
す
。
今
で
は
、

労
働
生
産
性
の
改
善
を
目
指
す

　

鹿
島
建
設
で
は
、
１
９
９
７
年
か
ら
３

Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、

２
０
０
１
年
に
は
各
種
の
設
計
デ
ー
タ
が

統
合
で
き
る
Ｄ
Ｂ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
運
用
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
素
地
が

に
向
上
。
３
Ｄ
画
面
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

情
報
共
有
で
き
る
の
で
、
意
思
伝
達
の
食

い
違
い
か
ら
齟
齬
が
発
生
す
る
と
い
う
リ

ス
ク
も
な
く
な
り
ま
し
た
（
図
３
）
。
こ
の

案
件
で
は
、「
着
工
時
の
不
整
合
ゼ
ロ
を
目

指
す
」
と
い
う
目
標
も
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
Ｖ
Ｒ
（
仮

想
現
実
）
を
活
用
し
た
安
全
管
理
も
展
開

で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
施
工

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
足
場
や
重
機
の

仮
設
計
画
の
検
討
を
行
い
、
こ
れ
を
ホ
ロ

レ
ン
ズ
＊
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

仮
想
空
間
内
で
重
機
の
運
転
や
視
界
の
確

認
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
着

工
ま
で
不
可
能
だ
っ
た
現
場
で
の
安
全
訓

練
に
も
ひ
と
役
買
い
ま
し
た
。
建
築
空
間

の
距
離
感
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
正
確
に
把

素
早
く
簡
単
な
施
工
計
画
検
討
の
た
め
に

「sm
artCO

N
 Planner

」
を
自
社
開
発
し
、

社
外
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

着
工
前
の
仮
想
竣
工
で

不
整
合
の
洗
い
出
し
が
可
能
に

　

当
社
に
お
け
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
（
図
１
）

は
、
す
で
に
新
築
現
場
で
１
０
０
％
の
導

入
率
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
大
阪
市
の
オ
ー

ビ
ッ
ク
御
堂
筋
ビ
ル
は
、
意
匠
・
構
造
・

設
備
の
各
モ
デ
ル
を
統
合
し
て
設
計
を
進

め
た
最
初
の
〝
フ
ル
Ｂ
Ｉ
Ｍ
〟
案
件
で
す
。

　

ま
ず
基
本
設
計
段
階
で
、
設
計
や
設
備

な
ど
全
協
力
会
社
に
よ
る
会
議
を
実
施
、

３
Ｄ
画
面
を
確
認
し
な
が
ら
整
合
性
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
着
工
前
に
Ｂ

Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
を
用
い
て
仮
想
竣
工
す
る
こ

と
で
、
設
計
段
階
で
不
整
合
の
迅
速
な
洗

い
出
し
が
可
能
に
な
り
ま
す
（
図
２
）
。

２
Ｄ
デ
ー
タ
を
主
体
と
し
て
各
部
門
へ
の

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
形
式
で
行
っ
て
い
た
確
認

作
業
と
比
較
す
る
と
、
検
討
速
度
は
大
幅

図2. 建物のライフサイクルと各段階における情報蓄積のイメージ

図3. 日建設計による「ホキ美術館」のBIMの3次元モデル

生
産
性
の
向
上
と
建
築
プ
ロ
セ
ス
の
変
革
を
図
る

全
新
築
現
場
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
し
て
い
る
鹿
島
建
設
で
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
デ
ー
タ
を
社
内
外
で
共
有
で
き
る
専
用
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
構
築
。
設
計
段
階
か
ら
施
工
、
そ
し
て
竣
工
後
の
維
持
管
理
ま
で
、
一
貫
し
て
管
理
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
る
同
社
に
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
の
現
状
か
ら
今
後
の
展
望
ま
で
を
聞
い
た
。

鹿島建設株式会社
建築管理本部 本部次長

BIM推進室長・技術部生産性向上部長
株式会社グローバルBIM 取締役副社長

鹿島建設株式会社
建築管理本部 BIM推進室 BIMマネージャ

株式会社グローバルBIM 営業部
営業部長

矢
や

島
じ ま

 和美氏大島 努氏

改修

建物
ライフサイクル

企画
建替

基本設計

実施設計

施工・監理施設維持管理

データの流通性を上げるためには、業種を超えた建築情報の標準化が求められる

・設計、施工、維持管理
と、プロセスを通じて
必要な情報を蓄積する
ことができる

・建物の資産管理（省エ
ネ、安全等）にBIMを
活用できる

W

H

W

CR

H

W

CR

DC / PH / LH
CP-E / AT…

H

W

A 社
型番〇〇〇

H

W

Door 002
修繕履歴

H

基本設計（A社） 実施設計（B社） 施工（C社） FM（D社）

間口がある W×H
開閉機構

窓・姿
セキュリティ
防火性能

金物・自閉
錠・ハンドル
気密・ガラス

管理番号
取扱説明書
修繕履歴

メーカー
型番
製造番号
施工業者

出所：株式会社日建設計の資料

図1. BIM活用の例

総合調整 合意形成 詳細検討

施工計画・
数量積算進捗管理干渉

チェック
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Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
デ
ー
タ
と
ロ
ボ
ッ
ト
の

連
携
で
省
人
化
を
実
現

　

当
社
で
は
、
建
設
就
業
者
不
足
へ
の

対
応
や
働
き
方
改
革
の
実
現
の
た
め
に
、

２
０
２
５
年
を
目
標
に
「
鹿
島
ス
マ
ー
ト

生
産
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
①

人
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
協
働
を
図
る
こ
と
、

②
管
理
の
半
分
は
遠
隔
で
行
う
こ
と
、

③
干
渉
・
不
整
合
確
認
や
修
正
作
業
の

迅
速
化
と
、
施
工
ロ
ボ
ッ
ト
や
現
場
管

理
ツ
ー
ル
の
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
省
人

化 
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
変
革

が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
Ｂ
Ｉ

Ｍ
が
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
よ
り
強
化
す
べ
き
取
り
組
み

は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
デ
ー
タ
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
位

置
情
報
の
連
携
を
急
ぐ
こ
と
で
す
。
ロ

ボ
ッ
ト
に
建
物
の
位
置
情
報
を
与
え
る

こ
と
で
、
所
定
部
位
の
梁
を
上
げ
た
り

柱
を
溶
接
す
る
な
ど
、
人
に
と
っ
て
は

大
変
な
作
業
を
人
が
や
ら
な
く
て
済
む

よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。
人
が
建
設
現

場
に
行
か
ず
し
て
施
工
が
進
む
時
代
が

や
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
戦
略
に
も

Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
大
い
に
貢
献
し
ま
す
。
建
築
物

に
関
す
る
３
Ｄ
モ
デ
ル
で
あ
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を

Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
と

融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
建
築
物
の
最
新
状

態
を
可
視
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
都
市

全
体
の
管
理
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
建
設
業
を
取

り
巻
く
環
境
に
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

握
で
き
る
Ｖ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
は
、
顧
客
へ
の

可
視
化
に
も
活
用
で
き
、
実
際
の
モ
デ
ル

ル
ー
ム
を
製
作
す
る
必
要
が
な
く
な
る
た

め
、
コ
ス
ト
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
現
場
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
を
進

め
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
部
材
に
属
性

を
持
た
せ
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
作
成
し
、
Ｂ

Ｉ
Ｍ
デ
ー
タ
を
効
果
的
に
使
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
育
成
も
不
可
欠
で
す
。
デ
ー
タ
の

入
力
作
業
は
単
純
作
業
で
す
が
、
目
的
に

応
じ
て
ど
う
い
う
モ
デ
ル
を
作
る
の
か
を

理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
現
場
で
役
立
つ

Ｂ
Ｉ
Ｍ
デ
ー
タ
に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
デ
ー
タ
の
活
用
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
の
効
果
は
様
々
あ
り
ま
す

が
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計
、
施
工
段
階

で
各
々
が
最
適
な
デ
ー
タ
を
作
り
、
そ
れ

ら
を
デ
ー
タ
連
携
し
、
齟
齬
を
な
く
し
て

い
く
と
い
う
部
分
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の

一
つ
で
し
ょ
う
。
設
計
段
階
で
は
合
意
形

成
や
確
認
申
請
を
取
る
た
め
の
デ
ー
タ
、

施
工
段
階
で
は
ボ
ル
ト
穴
ひ
と
つ
に
ま
で

こ
だ
わ
っ
た
〝
作
る
た
め
の
〟
デ
ー
タ
な

ど
、
各
段
階
で
必
要
な
デ
ー
タ
が
異
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
を
つ
な
ぐ

た
め
の
作
業
が
必
要
で
し
た
が
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ

を
導
入
す
れ
ば
、
入
力
の
手
間
は
か
か
る

も
の
の
、
そ
の
作
業
が
不
要
に
な
る
の
で
す
。

図1〜図3の出所：鹿島建設株式会社の資料

図2. 設計段階での整合性確認のイメージ

図3. BIMで実現する
　　 設計から施工までの一貫体制

建設業界の新常識
“BIM”を知る

特  集

従来：バトンタッチ型

BIM：座談会型

時間がかかる
変更対応が大変

リアルタイムの情報共有

事業主

建築

構造

設備

現場

サブコン

BIM
モデル

事業主

建築

構造

設備

現場

サブコン

・PCカーテンウォール納まり

オフィス 3～11F オフィス 12・13F オフィス 16～25F ホテル 15F

床下で
納まりそう

窓台必要？ 窓台必要？

窓台必要？
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住宅業界の旬な話題をお届けします！ここでちょっと一息

vol.70

　

再生可能エネルギーによる自給自足で、地球温暖化に挑む！

藤井 繁子
『月刊 HOUSING』編集長・リクルート住ま
い研究所主任研究員などを経てフリーの住生
活ジャーナリストに。マンション購入・戸建
建築・リフォームと自邸で実践しながら、国
内外で取材・コンサルティング活動を行う。

動き出した「2019年問題」
　新学期・新年度が始まり、新生活をスタートした方々も
多い4月。電気とガスの契約は、どう選択されたでしょう？ 
節約志向の私は既に契約変更。電話も含め、安くなる選択
肢が増えると比較検討が必要になり悩ましいものです。
　住宅業界では、太陽光発電電力の固定価格買取制度

（FIT）10年満了ユーザーが出る「2019年問題」が、11月か
ら始まります。制度を推進してきた資源エネルギー庁からは、
FIT終了後の対応策として以下をユーザーに提示しています。
① 蓄電池や電気自動車などと組み合わせて自家消費
② 引き続き、電力会社や別の小売電気事業者に売電
　11月終了を迎える約56万世帯が、どのような選択をす
るのか？ 受け皿となるサービス事業者も動き出しています。

ハウスメーカーが先導する、創エネ社会
　太陽光発電搭載住宅を積極的に販売してきた大手ハウス
メーカーからは、先手を打ったサービスが見られます。
　先のエネ庁が示す選択肢①“自家消費”を促進するのは
積水化学工業。太陽光発電と蓄電池、電気自動車を連携す
る新機能『スマートハイムTB』シリーズを2月から展開。　
太陽光発電による電力を自家利用しながら、余った電力を
蓄電池や電気自動車に利用するシステムを、1台のパワー
コンディショナー（直流交流変換機器）で実現しました。
　CO2削減となる環境への貢献に加え、昨年は自然災害や
それに伴う大規模停電が多発した年（右上の表）だったこ
ともあり、ユーザーの関心は高まっています。「昨年、北
海道地震による停電では蓄電池が稼働し、空調や給湯器が
使えたことにご評価をいただきました」（積水化学工業）と、
エネルギー自給自足の暮らしに向けて歩み始めています。

買取価格11円に、電力業界も戦々恐々
　FIT後、もう一つの選択肢②“売電”。大手電力会社の新
たな買取価格の発表は、4月～6月頃。現在公表している
売電事業者の価格は8～10円/kWh程度。

　そこへ一石を投じたのが『積水ハウスオーナーでんき』。「グ
リーンファースト戦略」を展開し、新築戸建のZEH比率は
76％の積水ハウスが、自社住宅オーナーから余剰電力を買
い取るサービスを11月から開始予定。毎年1万件ほどFIT終
了オーナーが出る積水ハウス、その買取価格が11円/kWh
と発表され、高めの設定に電力会社もざわめきました。

エネルギー地産地消で、雇用も創出
　「木」を軸に循環型社会の実現を目指す住友林業は、再
生可能エネルギー発電事業を拡大する方針を掲げていま
す。2011年から展開する木質バイオマス発電事業は、川
崎市で建築廃材などを利用する都市型発電所のほか、山の
未利用木材でチップを作り発電することで地域での資源循
環を実現するとともに、地方に就労の機会も創出する森林
型など4つの発電所が稼働しています。
　再生可能エネルギーの普及を個人住宅から事業利用まで加
速し、温暖化による災害も減るような新時代にしたいものです。

【年間停電戸数】
積水化学工業資料（内閣府HP「防災情報のページ」より 各電力会社の最大停電戸数を集計）

【『積水ハウスオーナーでんき』（積水ハウス）】自社で建築した住宅の太陽光発電は年間700GWh以上。
その余剰電力を事業用電力として活用するスキーム。事業活動を100%再生可能エネルギーにする
ことを目指す「RE100」イニシアチブに加盟し、2040年までの達成を目指している

【紋別バイオマス発電所（住友林業）】 
オホーツク地域から主燃料となる林地未
利用木材を調達する、山間地型バイオマ
ス発電所。2016年末より稼働

【『スマートハイムTB』シリーズ
（積水化学工業）】 
TB＝トライブリッドパワコンⓇに、太
陽光発電・蓄電池・V2Hスタンドを
連携。V2Hは将来増設するパターン
も。従来はパワコンがそれぞれに必
要でコスト高になっていたが、リモコ
ン操作含め１つに集約された

約700GWh 
当社設置の総年間発電量 積水ハウスグループの年間事業用電力 

展示場 工場 オフィス  

太陽光発電の余剰電力  

11円/kWhで買取 RE100の達成 

約120GWh 

事業用電力として有効活用  

太陽光発電システムを設置した住宅 

送配電

 

2011 2012

約99万

2013

約230万

2014

約360万

2015

約190万

2016 2017 2018（年）

約144万
約37万

約855万

約80万

主に
東日本
大震災

約742万 台風24号
約220万

台風21号
約260万

北海道地震
約295万

台風24号
約220万

台風21号
約260万

北海道地震
約295万

主に
東日本
大震災

8年間で
約2,600万戸
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社
員一人
ひ
と
り
が
課
題
を

〝
自
分
ご
と
〟と
し
て
考
え
る
ク
セ
が
つ
く

—

同
社
が
行
う
ブ
レ
ス
ト
の
ル
ー
ル
は
た
っ

た
２
つ
。
①
他
人
の
ア
イ
デ
ア
に
乗
っ
か
る　
②

と
に
か
く
ア
イ
デ
ア
の
数
を
た
く
さ
ん
出
す
、
と

い
う
こ
と
だ
。
加
え
て
積
極
的
に
人
の
ア
イ
デ
ア

に
関
心
を
示
し
て
発
言
す
る
こ
と
も
重
要
だ
。
こ

れ
に
よ
り
、
ア
イ
デ
ア
も
ど
ん
ど
ん
出
る
よ
う
に

な
る
と
い
う
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
実
り
あ
る
ブ
レ

ス
ト
が
で
き
る
の
か
。
そ
の
下
地
を
つ
く
っ
て
い

る
の
が
、「
ぜ
ん
い
ん
社
長
合
宿
」だ
。

  

「
年
に
２
回
、
全
社
員
参
加
で
１
泊
２
日
の
合

宿
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
チ
ー
ム
戦
で
行
い
、
社
長

に
な
っ
た
つ
も
り
で
お
題
に
つ
い
て
ひ
た
す
ら
ブ

レ
ス
ト
を
行
い
、
チ
ー
ム
ご
と
に
プ
レ
ゼ
ン
を
行

い
ま
す
。
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
給
料
を
決
め
る『
サ

イ
コ
ロ
給
』と
い
う
給
与
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す

が
、
優
勝
チ
ー
ム
は
翌
月
そ
れ
が
倍
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
合
宿
に
よ
り
日
々
の
ブ
レ
ス

ト
も
活
性
化
し
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
課
題
を

〝
自
分
ご
と
〟と
し
て
考
え
る
ク
セ
が
つ
く
ん
で
す
」

—

と
り
わ
け
ブ
レ
ス
ト
の
効
果
が
生
か
さ
れ

る
の
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ワ
ー
ク
事
業
だ
。
例
え
ば
、

長
野
県
茅
野
市
の
依
頼
で
実
施
し
た「
結
日
記
」

は
、
市
内
在
住
者
と
首
都
圏
在
住
者
を
結
ぶ〝
婚

活
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〟。
ブ
レ
ス
ト
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

時
代
の
今
、
あ
え
て
ア
ナ
ロ
グ
な
交
換
日
記
の
価

値
を
再
定
義
し
、
時
間
を
か
け
て
思
い
を
育
む
企

画
を
立
案
。
日
記
の
一
部
を
Ｗ
ｅ
ｂ
公
開
す
る
こ

と
で〝
茅
野
市
が
面
白
い
こ
と
を
し
て
い
る
〟と

い
う
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
も
得
ら
れ
た
。

  

「
会
議
の
形
を
変
え
て
よ
り
有
意
義
な
も
の
に

し
た
い
と
考
え
る
企
業
様
な
ど
か
ら
、
ブ
レ
ス

ト
に
関
す
る
講
演
依
頼
も
多
い
ん
で
す
。
そ
こ

で
、
ブ
レ
ス
ト
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
何
が

必
要
か
を
社
内
で
ブ
レ
ス
ト
。
ゲ
ー
ム
感
覚
な

ら
ば
ブ
レ
ス
ト
に
慣
れ
て
い
な
い
人
で
も
ア
イ

デ
ア
を
言
い
や
す
く
な
る
の
で
は
と
い
う
結
論

に
至
り
、『
ブ
レ
ス
ト
カ
ー
ド
』
と
い
う
商
品
を

発
売
し
ま
し
た
。
一
般
企
業
や
学
校
、
経
済
産

業
省
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

—

ブ
レ
ス
ト
が
う
ま
く
い
っ
て
も
、
す
べ
て

の
ア
イ
デ
ア
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
功
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
れ
は
同
社
で
も
同
じ
こ
と
だ
。
し

か
し
、
大
切
な
の
は
数
を
打
つ
こ
と
で
あ
り
、
ダ

メ
な
ら
ば
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
撤
退
す
る
こ
と
で
、
失

敗
を
次
の
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
開
発
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
る
。
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
売
却
・

撤
退
事
業
も
す
べ
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。

  

「
今
後
も
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
を
通
じ
て
、
グ
ル
ー
プ

会
社
は
増
え
て
い
く
は
ず
で
す
。
業
種
に
も
こ

だ
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
規
模

の
拡
大
だ
け
を
目
的
に
す
る
の
で
は
な
く
、
面

白
さ
を
指
標
に
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
部
分
だ

け
は
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
」

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

こ
れ
に
加
え
て
、
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
※
２
専
門
会

社
の『
ウ
ェ
ル
プ
レ
イ
ド
』や
、
カ
ッ
プ
ル
と
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
手
伝
う

『
プ
ラ
コ
レ
』な
ど
グ
ル
ー
プ
会
社
も
多
数
あ
り
、

〝
面
白
い
〟と
感
じ
れ
ば
業
種
に
こ
だ
わ
ら
ず
展

開
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
」

—

す
べ
て
の
事
業
の
根
幹
に
あ
る
の
が
、
徹

底
し
た
ブ
レ
ス
ト
だ
と
い
う
。
何
か〝
課
題
〟が

発
生
し
た
と
き
に
は
、
即
座
に
ブ
レ
ス
ト
が
行
わ

れ
る
。
カ
ヤ
ッ
ク
に
会
議
と
い
う
も
の
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
会
議
は
イ
ン
プ
ッ
ト
の
み
で
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
が
な
い
、
一
方
的
な
も
の
で
あ
る
と
捉
え

ら
れ
て
い
る
た
め
だ
。
同
社
の
通
称
は「
面
白
法

人
」。
面
白
く
働
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
面
白

い
も
の
を
世
の
中
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
を

追
求
し
て
い
る
。

  

「
創
業
者
の
３
人
は
学
生
時
代
の
友
人
で〝
何

を
し
た
い
か
で
は
な
く
と
に
か
く
面
白
い
会
社

を
つ
く
ろ
う
〟と
い
う
考
え
の
も
と
に
起
業
し
ま

し
た
。
当
社
の
社
員
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
何

で
も
面
白
が
る
体
質
に
な
る
こ
と
。
そ
の
た
め

の
近
道
が
ブ
レ
ス
ト
で
あ
り
、
ア
イ
デ
ア
を
出

す
こ
と
に
集
中
す
る
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
を

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
変
え
る
、
つ
ま
り
面
白
が
る
思

考
に
近
づ
き
ま
す
。
そ
う
い
う
人
は
会
社
に
課

題
が
発
生
し
た
と
き
、
主
体
性
を
持
っ
て
ピ
ン

チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

ア
イ
デ
ア
を
出
す
こ
と
に
集
中
す
る
と

問
題
も〝
面
白
が
る
〟思
考
に
近
づ
く

—

と
か
く「
会
議
」が
好
き
な
日
本
企
業
。
そ

の
一
方
で
、
無
駄
な
会
議
や
身
に
な
ら
な
い
会
議

が
多
す
ぎ
る
と
感
じ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
ん
な
会
議
と
は
無
縁
の「
ブ
レ
ス
ト
」

を
行
い
、
多
岐
に
わ
た
る
革
新
的
な
事
業
を
展
開

し
て
い
る
の
が
、
面
白
法
人
カ
ヤ
ッ
ク
だ
。

  

「
当
社
の
事
業
領
域
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゲ
ー
ム

の
開
発
・
運
営
を
行
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
事
業
、

ゲ
ー
ム
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
運
営
を
行
う
ゲ
ー
ム

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
、
そ
し
て
、
ど
れ
だ
け
バ

ズ
る
※
１
か
と
い
う
視
点
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や

サ
ー
ビ
ス
の
受
託
開
発
を
行
う
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

ワ
ー
ク
事
業
の
３
つ
が
核
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ブレストの極意は〝他人のアイデアに
乗っかる、アイデアの数を

たくさん出す〟

業種にこだわらず新しくユニークな
サービス・商品を多彩に展開

ブレストをすることが
主体性を持つことにつながる

株
式
会
社

カ
ヤ
ッ
ク

ここが注目ポイント

事業領域は無限大！
ブレストを極めた
“面白法人”

本　　社 	●	神奈川県鎌倉市御成町
		  11-8
創　　業 	●	1998年
資 本 金 	●	49,400万円
従 業 員 	●	295名
事業内容 	●	日本的面白コンテンツ事業

広報・人事部

金田 裕
ゆ

理
り

氏

※1 バズる：短期間で爆発的に話題が広がり、多くの人の耳目や注目を集めること
※2 esports：エレクトロニック・スポーツの略。コンピュータゲームをスポーツ・競技として捉える際の名称

幅広い事業領域で新たなサービスを次々に展開する
ブレストカードを利用したブレストの様子。ブレストカードにはイラストが描かれており、
イラストからアイデアを発想させることでアイデアを出しやすくする

クライアントワーク事業の1つ、シティプロモーションサービス「結日記」。
市内在住者と市外在住者を募り、選ばれた人が交換日記から始まる出会いを体験する。日記帳の開
発は同社が行い、ミニゲームや手形を押すページなど会話をサポートする工夫が凝らされている
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　独立行政法人都市再生機構（UR都市機構）は、暮らし
への意識の違いを明らかにする「平成世代と昭和世代の
暮らし意識調査」を実施した。それによると昭和世代に
比べて平成世代には、次のような傾向があった。
■ 職住近接重視で、「まちのブランド」にもこだわる
■ お金に現実的だが、SNS映えの“おしゃれさ”も重視
■ 「シェアサービス」に対して“積極的”
　住宅を決めるとき、平成世代は「家賃/価格」、「仲介
手数料・更新料の金額」を重視。また「広さ」、「キッチ
ンなどの最新設備の充実」、「デザイン性」へのこだわり
も昭和世代を上回った。平成世代はお金に現実的ながら
も、おしゃれさを求める傾向があることが読み取れる。
一方、昭和世代が重視する「日当たり」や「隣にどんな
人が住んでいるか」はあまり重視していない。 
  「自動車/自転車」、「駐車場」などシェアサービスへの
利用意向は、両世代ともに高かった。平成世代は「カメ
ラなど趣味用品」と「住宅」で、昭和世代に比べそれぞ
れ 10 ポイント以上高い。同様に「キッチン」、「衣服」、

「ペット」などでも高く、「シェアサービス」に対して、
より積極的だった。一方、昭和世代は「介護」、「高齢者
見守り」といった、年代的に現実性の高い問題に関する
ものへの利用意向が高くなる傾向となった。 

編集室より

■ 広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
　 建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

   kenzai-monthly@sfc.co.jp

■ 弊社ホームページに特集ページのみを掲載中です。
   http://sfc.jp/mokuzai/kenzaimonthly/

新元号「令和」が公表されました。アクセントをつけるのか、平板に読むべき
か躊躇しましたが、正解はないとのこと。こういった発音って一体誰が決める
のでしょうね。今号の特集「BIM」は建設業界では定着しつつも、住宅業界にとっ
てはまだ馴染みの薄い存在です。そこで今さら聞けないBIMの正体を初心者の
目線でお伝えしました。平成最後の建材マンスリー、お役に立てたでしょうか？ 
ちなみに読み方は「ビム」。平板に発音すると業界通っぽくなれます。（M）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅・建築事業本部　名古屋中央支店　日進梅森第二展示場
＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

「平成世代と昭和世代の暮らし意識調査」発表  －（独）都市再生機構

わ が 社 の イチオシイチオシ

　わが社のイチオシとしてぜひご紹介したいのが、
金沢弁で「燃えないんだぞ」という意味の不燃木材

「もえんげん®」です。開発の発端は、弊社の社是「山
への恩返し」にあります。山に放置されている杉や
檜の間伐材や小径木、根曲がり材を有効活用したい。
そこで不燃木材に加工して付加価値を付けることに
思いを巡らせ、金沢工業大学との10年以上にわたる
共同研究で2007年に製品化を実現しました。
　「もえんげん ®」は750℃で20分加熱した場合、
1㎡当たりの総発熱量が8MJ以下の防火性能を持っ
ています。木材に注入されたホウ酸塩が炎で熱せら
れると薬剤が周りにしみ出し、ガラス層を生成し、
コーティングして防火する仕組みです。また、防火
木材が空気中の水分を吸収して薬剤が表面に溶け出

し、白く結晶化する「白華現象」に対しては、薬剤に
ホウ酸塩とホウ砂

しゃ

を使うことで防いでいます。
　意匠性にも優れ、塗装は26色、ご希望の厚さやサ
イズにも対応できます。内装制限のある建築物でも
使用でき、美しい天然木の木肌を生かした設計デザ
インが可能で、こども園や小学校などでの需要を期
待しています。最近は県産材などの持ち込み木材に
不燃加工を施してほ
しいという要望も多
く、昨年のジャパン
ホーム＆ビルディン
グショーでは「みら
いのたね賞」をいた
だきました。

特許技術を活用し
低コストで高品質な不燃木材を製造 土田 恭子さん

加賀木材株式会社（石川県）
サポート部積算チーム

● あなたは、住んでいる地域にどんなシェアサービスがあったら
 　利用したいですか（いくつでも）

駐車場

自動車/自転車

住  宅

子育て

カメラなど趣味用品

ペット

物置など収納

お風呂

高齢者見守り

衣  服

キッチン

27.8
23.8

24.7
26.3

16.5
8.3

15.3
13.5
14.8

3.8
11.8

8.7
10.5

13.3
10.3

6.8
7.5

15.7
7.3

3.5
6.8

2.3
10％ 20％ 30％

■ 平成世代
■ 昭和世代
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資 料 室

新  設  住  宅  計
建築主別

2月
対前年同月比 11月12月1月対前々年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
民間
持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建
民間資金
公的資金

木造
非木造
鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2019年2月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減

プレハブ
2×4

2018年 2019年

2×4、
プレハブ戸数

（利用別・千戸）

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45

総数 持家
貸家

分譲マンション
分譲戸建

2018年 2018年2019年 2019年

利用関係別戸数

0

2月

10,063

8,255

3月

9,292

8,719

4月

9,879

10,189

5月

9,870

8,464

木造
木造戸建

0

(%)

-20.0

-30.0

-10.0

0

10.0

20.0

木造戸数 木造前年同月比
木造戸建前年同月比

2月 3月 4月 2月 3月 4月 5月5月

1,05471,966
1,667

70,299

21,992
27,921

863
21,190

9,132
11,844

63,997

7,969

910
3,554

683
2,822

40,000

31,966

280
20,208
11,393

52
33

67,087
939

66,148

20,925
24,776

475
20,911

9,368
11,190

60,244

6,843

849
3,310

36
2,648

38,121

28,966

284
17,911
10,685

41
45

78,364
531

77,833

24,415
30,788

405
22,756

9,546
13,006

69,960

8,404

499
4,285

6
3,614

46,815

31,549

362
18,662
12,387

74
64

84,213
1,122

83,091

25,527
34,902

564
23,220
10,460
12,561

75,480

8,733

663
3,918

273
3,879

48,089

36,124

244
21,478
14,291

60
51

2,895
84

2,811

1,979
▲ 1,499

248
2,167

865
1,284

2,485

410

▲ 4
278
259

▲ 123

1,660

1,235

▲ 312
1,873

▲ 320
▲ 10

4

890
164

670
▲ 2,921

513
2,792
1,570
1,148

1,124

▲ 70

247
1

657
▲ 975

413

641

▲ 232
2,439

▲ 1,544
0

▲ 22

4.2% 1.5%
5.3%
4.2%

9.9%
▲ 5.1%

40.3%
11.4%
10.5%
12.2%

4.0%

5.4%

▲ 0.4%
8.5%

61.1%
▲ 4.2%

4.3%

4.0%

▲ 52.7%
10.2%

▲ 2.7%
▲ 16.1%

13.8%

114.5%
0.2%

3.1%
▲ 9.5%
146.6%

15.2%
20.8%
10.7%

1.8%

▲ 0.9%

37.3%
0.0%

2526.9%
▲ 25.7%

1.0%

2.0%

▲ 45.3%
13.7%

▲ 11.9%
0.0%

▲ 40.0%

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 6月 7月 8月 9月

6月

11,820

10,089

7月

11,755

9,767

8月

11,822

10,248

9月

11,585

10,614

10月

12,063

11,314

11月

12,105

10,342

12月

10,642

10,394

1月

9,480

7,862

2月

10,356

8,271

10月 11月 12月 1月 2月

都市圏別戸数

その他

近畿圏

中部圏

首都圏

季節調整済
年率換算（全国）

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）
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2月

24,232

7,960

11,387

928

25,492

3月

23,181

7,959

10,788

27,688

4月

28,835

9,447

13,392

900

32,552

989

5月

26,574

9,860

14,140

28,965

988

7月

27,669

10,080

12,151

32,715

950

8月

27,498

10,634

11,768

31,960

958

9月

28,239

9,664

12,545

31,455

943

10月

28,650

9,773

11,496

33,411

950

11月

29,908

9,705

12,329

32,271

955

12月

26,100

9,509

11,360

31,395

961

1月

23,230

8,311

11,371

24,175

872

2月

25,042

8,511

11,310

27,103

967
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